
平成３０年度 第４回福崎町地域公共交通活性化協議会会議次第 

日 時  平成３１年３月２８日(木)14:00～ 

場 所  福崎町役場２階 大会議室 

１ 開  会 

２ あいさつ 

３ 報告事項 

    （１）サルビア号及び大学バスの利用状況等について         （資料１）

（２）地域公共交通にかかる事業進捗の確認及び達成状況の評価について （資料２）

（３）平成30 年度 地域公共交通優良団体近畿運輸局長表彰の受賞について（資料３）

    （４）姫路市ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ型乗合ﾀｸｼｰの社会実験の中間報告について      （資料４）

    （５）ＵＤタクシー（トヨタジャパンタクシー）の導入について     （資料５）

    （６）神姫バス及び高速バス路線の運行本数等の変更について      （資料６）

    （７）来年度に向けての取り組み（案）について            （資料７）

４ その他   

５ 閉  会 

【配布資料】 

・会議次第

・座席位置表及び委員名

・資料１：サルビア号及び大学バスの利用状況等について 

・資料２：地域公共交通にかかる事業進捗の確認及び達成状況の評価について 

・資料３：平成30年度 地域公共交通優良団体近畿運輸局長表彰の受賞について

・資料４：姫路市ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ型乗合ﾀｸｼｰの社会実験の中間報告について  

・資料５：ＵＤタクシー（トヨタジャパンタクシー）の導入について 

・資料６：神姫バス及び高速バス路線等の運行本数等の変更について    

・資料７：来年度に向けての取り組み（案）について            



○

兵庫県　中播磨県民ｾﾝﾀｰ
當舎　企画調整担当所長補佐 ○ ○

福崎警察署　交通課
新田　課長 ○ ○
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傍　聴　席
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○ ○

福崎町　尾﨑副町長

〇

松本会長

○〇神戸運輸幹部兵庫陸運部
岩野　主席運輸企画専門官

福崎町商工会
谷口 会長

福崎町老人クラブ
連合会 藤岡会長

神姫バス株式会社
魚谷 所長

兵庫県タクシー協会
依藤 西播支部副支部長
（神崎交通株式会社）



■委員 （敬称略）

区　　　分 役　　　　　職　　　　　等 氏　　　名 備　　　　考

1 学識経験者 兵庫県立大学名誉教授 松 本 滋 学識経験者

2 福崎町区長会副会長 黒田 義孝 利用者代表

3 福崎町老人クラブ連合会長 藤 岡 修 利用者代表

4 福崎町商工会長 谷口 守男 その他（地元企業）

5 ＪＲ西日本福崎駅　副駅長 永井 英樹 公共交通事業者

6 神姫バス株式会社　姫路営業所長 魚 谷 観 公共交通事業者

7 公益社団法人兵庫県バス協会　専務理事 中澤 秀明 公共交通事業者

8
社団法人　兵庫県タクシー協会
西播支部副支部長（神崎交通株式会社）

依藤 義光 一般旅客運送事業者

9 神姫バス労働組合　執行委員 濵田 崇広
事業者の運転者が組織
する団体

10 地方運輸局
国土交通省神戸運輸監理部兵庫陸運部
輸送部門首席運輸企画専門官

岩 野 住 之 地方運輸局

11 兵庫県
中播磨県民センター姫路土木事務所
企画調整担当所長補佐

當舎 良章 道路管理者（県）

12 警察関係 福崎警察署　交通課長 新田 隆弘 公安委員会

13
福崎町議会議員
（民生まちづくり常任委員会）

小 林 博 住民代表

14
福崎町議会議員
（総務文教常任委員会）

三輪 一朝 住民代表

15 副町長 尾﨑 吉晴 町

16 技監 吉栖 雅人 道路管理者（町）

■オブザーバー

区　　　分 役　　　　　　　　職 氏　　　名 備　　　　考

1 国
近畿地方整備局姫路河川国道事務所
道路管理第二課長

竹内 浩二

2 兵庫県
兵庫県県土整備部県土企画局
交通政策課　副課長

正垣あおい

福崎町

福崎町地域公共交通活性化協議会委員名簿  (順不同)

(任 期　平成 30 年 4 月１日～平成 32 年 3 月 31 日)

各種団体

運送事業者・
組織団体等

福崎町議会



報告事項（１）

サルビア号及び大学バスの利用状況等について

平成３０年度 第４回地域公共交通活性化協議会資料

平成３１年３月２８日（木）

1

（資料１）



2



3



4

【平成３０年度サルビア号及び大学バスの利用状況】

〇 巡回バスについて
平成３０年度は、猛暑や豪雨の影響により利用者数は、前年比９６．７％
の見込み。
その他、まちなか便、川東便で特定のバス停利用が大幅減。

⇒ヘビーユーザーの利用がなくなったことが原因。

川西便 ： １０月改編により運行日が奇数日から月～土曜日運行となり、
１か月あたりの利用者数は約１．７倍に増加。

⇒ １日あたりの利用者も減少せず、日常的にバスの活用が定着。

川東便 ： 改編により町内の医療機関の活動日の関係で利用者は大幅減。
しかし、１日当たりの利用者数（Ｈ２９ ６．８人→Ｈ３０ ５．３人）と
大幅な減少はない。
⇒新規のバス利用者が増加したと思われる。
医療機関との連携により、現在はバス利用は可能。



〇 巡回バスについて
買い物便・市川連携バス ： １０月改編により新規運行。
両路線ともに新規運行のため、自治会説明会で周知を図った。

買い物便は、定時定路線運行のため、利用しやすいとの声あり。
市川連携バスは、地域間の医療施設や商業施設等への移動需要に
対応。

⇒利用者は徐々に増加傾向。継続的な町民等への周知が必要。

〇 大学バスについて
市町村運営有償運送制度の改正により、神戸医療福祉大学と連携し

１０月から大学バスを新規運行。
駅前と西野南（ボンマルシェ前）の２バス停のみの運行で、利用者の

地域は限定されるが、徐々に利用者が増加している。

5



報告事項（２）

地域公共交通にかかる事業進捗の確認及び達成状況の評価について

平成３０年度 第４回地域公共交通活性化協議会資料

平成３１年３月２８日（木）

1

（資料２）



★５つの基本方針に沿って掲げた施策・事業の状況について

［基本方針１ “まちの玄関口”の整備］ 計画書Ｐ５５～５７

（達成項目） ・ＪＲ福崎駅周辺整備事業の推進

（来年度以降）・駅周辺のユニバーサルデザイン化

・分かりやすいサイン計画の実施

・交流広場での参加型イベント等の実施

・パーク＆駐車場の確保及び周知

2

【福崎町地域公共交通網形成計画に掲げた項目の達成状況等】



［基本方針２ まちなかの回遊性向上］ 計画書Ｐ５８～６０

（達成項目） ・社会の変化に応じたまちなか便の運行改善

・大学バスとの連携によるまちなか巡回交流軸

の増強

（来年度以降）・バスの待ち合い環境の改善

・観光と公共交通の連携

・タクシーとの連携によるまちなかの活性化

3

【福崎町地域公共交通網形成計画に掲げた項目の達成状況等】



［基本方針３ 郊外におけるバス利便性の向上］ 計画書Ｐ６１～６５

（達成項目） ・川西地区のサービス強化

・川西地区運行車両の増強（８人乗り→１２人乗り）

・川東地区のサービス強化

・買い物バスの導入（川東地区）

（来年度以降）・郊外便のサービス最適化検討

・シニアカー等専用駐車場の整備検討

・高速バスのパーク＆ライド駐車場等確保検討

4

【福崎町地域公共交通網形成計画に掲げた項目の達成状況等】



［基本方針４ 町外との連携による交流人口の増加］

計画書Ｐ６６～６８

（達成項目） ・市川町との連携コミュニティバスの運行

（来年度以降）・姫路市との連携コミュニテイバスの運行

5

【福崎町地域公共交通網形成計画に掲げた項目の達成状況等】



［基本方針５ 利用しやすく持続可能な公共交通づくり］

計画書Ｐ６９～７７

（達成項目） ・総合的な公共交通情報の充実

・モビリティ・マネジメント活動の実施

・公共交通広報活動、利用促進チラシ作成

・自動車運転免許自主返納の推進

・適切な料金制度の導入

（来年度以降）・地元企業等の参画推進

・エコ通勤、ノーマイカーデーの推進

・高齢者、障がい者への外出支援の推進

6

【福崎町地域公共交通網形成計画に掲げた項目の達成状況等】



（公共交通モビリティマネジメント活動：各地区利用者説明会結果）

・実施状況：平成３０年６月２４日～２月４日まで

・実施地区：２８地区

・実施不要申出地区：７地区

※未実施地区についてはＨ３０．１１．１５区長文書で利用例回覧済

・合計参加者数：５９４名（地区別参加者数：別紙）

・アンケート集計状況及び自由意見

（次ページ：回収数５７５枚：回収率９７％）

7

【〇公共交通利用促進施策の取り組み状況について】



8

【参加者数等】



9

【性別・年齢別】



（アンケート取りまとめ結果等）

10

［今後の利用動向］ ［自由意見抜粋］

・買い物する時間が短い。ゆとりが欲しい

・川西から川東に行くのに乗り換えが大変
（特にライフに行きたい方の乗り換え負担）

・利用するには慣れが必要

・体験ツアーをして欲しい

・マリア病院や加西病院・イオン方面に

・免許返納後が不安

・乗車場所が遠い
等々



（福崎町公共交通総合ホームページの開設について）

11

これらの巡回バス等を含めた総合的な公共交通を案内するホームページを開設しております。
福崎町ホームページのトップにある「バナー」をクリックするか、「福崎町公共交通のご案内」で検索
してご覧ください。ＪＲや路線バス、高速バス等の情報も確認することができます。

「福崎町公共交通のご案内」
で検索することも可能

「バナー」をクリック

【公共交通利用促進施策の取り組み状況について】



報告事項（３）

平成３０年度 地域公共交通優良団体近畿運輸局長表彰の受賞について

平成３０年度 第４回地域公共交通活性化協議会資料

平成３１年３月２８日（木）

1

（資料３）



2

（プレス発表資料：近畿運輸局）



3

（局長表彰式の様子）

滋賀県受賞者と共に



4

【ＨＰ・広報での周知】

［広報ふくさきＨ３１．３号］



報告事項（４）

姫路市デマンド型乗合タクシー運行社会実験の中間報告について

平成３０年度 第４回地域公共交通活性化協議会資料

平成３１年３月２８日（木）

1

（資料４）



2

【運行ルート等】 社会実験：Ｈ３１．１．２１～３．２９



3

（姫路市より提供資料）



〇事業者（神崎交通㈱）へのヒアリング実施

〇地区アンケートの実施（事前登録者）

※３月下旬～４月上旬にかけて実施予定

〇６～７月頃：姫路市地域公共交通会議で報告予定

（事業評価及び本格運行可否の判断）

※本格運行になる場合は、福崎町地域公共交通活性化協議会

でも協議を行う。

4

【今後の流れ等について】

検証及びフィードバック



報告事項（５）

ＵＤタクシー（トヨタジャパンタクシー）の導入について

平成３０年度 第４回地域公共交通活性化協議会資料

平成３１年３月２８日（木）

1

（資料５）



2

（ＵＤタクシー導入の背景）

・高齢化社会の進展や障がい者の社会進出への対応は重要な課題となっ
ている。タクシー事業はドア・ツー・ドアの運送が可能であり、今後その必要
性や存在意義が増していくことが予想される。

・国は地域公共交通確保維持改善を図る中で、バリアフリー化設備等整備
事業を補助対象事業とし、ＵＤタクシーに対しても上限６０万円／台の補助
金交付要綱を制定。

・平成３０年１月に兵庫地域福祉タクシー導入協議会が設立され、事業者
及び事業者の営業所の存する市町も当該協議会の委員となり協議
→平成３０年度にも神崎交通㈱が１両導入

※車両導入に際しては３名以上のユニバーサル講習受講ドライバーが必
要となる。

・平成３１年度にも、神崎交通㈱が１両導入希望
→Ｈ３１．３．８協議会で全会一致で承認
（県内２６社 ６市町：神戸市、尼崎市、西宮市、芦屋市、赤穂市、福崎町）



3



4



報告事項（６）

神姫バス路線及び高速バスの運行本数等の変更について

平成３０年度 第４回地域公共交通活性化協議会資料

平成３１年３月２８日（木）

1

（資料６）



〇実施日：平成３１年４月１日（月）～

2

【神姫バス路線の変更について】

〇６２系統
※平日運行
（北条→姫路）
８便→７便へ
（姫路→北条）
８便→７便へ
変更

〇８４系統
※平日運行
（福崎→姫路）
３便→２便へ
（姫路発）
４便→３便へ
変更



〇実施日：平成３１年４月１日（月）～

3

【中国ハイウェイバスの運行本数の変更について】

※平日運行分
（津山→大阪方面）
１４便→１０便へ

△４便

※平日運行分
（大阪方面→津山）
１３便→８便へ

△５便



〇実施日：平成３１年４月１日（月）～

・福崎インター ＪＲ大阪駅高速バスターミナル
（現行１，５８０円→１，６７０円に改定： ＋９０円）

・福崎インター ＪＲ新大阪駅
（現行１，５１０円→１，６００円に改定： ＋９０円）

・福崎インター 大阪空港（伊丹）
（現行１，３３０円→１，４１０円に改定： ＋８０円）

・福崎インター ＵＳＪ
（現行１，７３０円→１，８３０円に改定： ＋１００円）

・福崎インター 津山駅
（現行１，４００円→１，４８０円に改定： ＋８０円）

4

【主なバス停間の運賃の改定について】



報告事項（７）

来年度に向けての取り組み（案）について

平成３０年度 第４回地域公共交通活性化協議会資料

平成３１年３月２８日（木）

1

（資料７）



［運行関係（案）］

□まちなか便：①休憩場所を午前中はもちむぎのやかたに変更

午後は図書館に変更（時刻表変更）

→文珠荘のみでの休憩時間から変更

②運行時間の変更

→早朝便を廃止し、夕方便の復活

③バス停増（仮：吉田北）

→ジョーシン北にマルアイ進出の計画有

2



3※現在の時刻表です→早朝便２便を廃止し、１６：３０発便の復活を計画。



［運行関係（案）］

□川西便 ：①乗り継ぎ負担の軽減

・アンケートにより要望の強いライフへ乗継なし

で運行する。併せて（仮）辻川観光交流ｾﾝﾀｰ

前へも停車予定→まちなか便の補強含む

・田口方面から乗り継ぎなしで第１ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ

ｾﾝﾀｰなどへ路線延長

・可能な限り回送便をなくす→巡回型へ変更

②運行回数増（現行：ＡＢ各５便→各６便へ２便増）

③バス停増検討（山崎２箇所、駅東、福田南）

4
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※現在の時刻表です。帰り便を各１便追加します。
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★ライフ、辻川へ
乗継なしで

辻川

ライフ

③辻川観光交流センター、田尻南（ライフ前）へは乗継なしで



［運行関係（案）］

□川東便 ：①バス停増の検討

②運行時間等の精査

□買い物便 ：①フリー降車路線の検討

②運行日の固定

・火曜日→八千種地区

・木曜日→大貫地区

③運行形態の変更

・現行：地区毎に行１便、帰１便

→午前：行３（２）便、帰１便

午後：帰１便へ変更
7



8※現在の時刻表です。
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【変更案：火曜日は八千種方面、木曜日は大貫方面】



［運行関係（案）］

□市川町連携コミバス ：①運行ダイヤの変更

②市川町側のバス停増

・国道３１２号沿い：火曜日

・落合、保喜方面：木曜日

※乗換なしで福崎町内の商業施設

の利用が可能になる地区有

□大学バス：広報活動の継続
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※５箇所程度のバス停留所追加



［その他（案）］

〇時刻表改編（２０１９．１０．１改編予定）

〇利用促進チラシ作成の検討（２０１９年度版）

〇公共交通総合ＨＰのメンテ及び広報活動

〇コミバスサポーターの募集継続

〇モビリティマネジメント活動の継続

（出前講座等による利用者説明会など）

〇福崎駅パーク＆ライド駐車場マップ作成
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【パーク＆ライド駐車場マップ作成：サンプル】

※溝口駅の例 （説明）
★福崎駅周辺でも同様のマップの作成
→４月又は５月区長文書で全戸配布
（Ａ４両面：表は全体、裏は町有駐車場）

★別途、Ａ２サイズでポスター作成し、
各施設などに配布

★市川町へもポスター、マップ配布予定

★ＪＲ播但線全体の利用促進ＰＲ実施

★チラシの発行者は地域公共交通活性化
協議会とする。
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【情報提供:駅前交通広場の供用開始について】

※３月広報及びＨＰで周知済。なお、４／１（月）に関係者をお招きし、開通式実施。


